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あなたがたはこの世に倣ってはなり
ません。むしろ、心を新たにして自分
を変えていただき、何が神の御心で
あるか、何が善いことで、神に喜ば
れ、また完全なことであるかをわき
まえるようになりなさい。

ローマ１２章２節



「パブロフの犬」 じょうけんはんしゃ

条件反射



記憶力クイズ
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どうすれば覚えたことを忘れないか

わがたましいよ。主をほめたたえよ。主の良くしてくださったことを何一つ忘れるな。



忘れてはならないこと

わがたましいよ。

主をほめたたえよ。

主の良くしてくださったことを
何一つ忘れるな。

詩編１０３篇２節



「感情」の発達



心をつくられた神様

～聖書の中に「心」が９８７回出てくる！～

穏やかな心は肉体を生かし

激情は骨を腐らせる。
箴言14:30



どの「はあっ」でしょう？

Ａ：なんで？の「はぁ」

Ｂ：力をためる「はぁ」

Ｃ：ぼうぜんの「はぁ」

Ｄ：感心の「はぁ」

Ｅ：怒りの「はぁ」

Ｆ：とぼけの「はぁ」

Ｇ：おどろきの「はぁ」



どの「ん－」でしょう？

Ａ：フカフカのお布団に入って「ん－」

Ｂ：考え込んで「ん－」

Ｃ：なっとくの「ん－」

Ｄ：がまんして「ん－」

Ｅ：うんざりして「ん－」

Ｆ：ちょっと違うな、の「ん－」

Ｈ：おいしい！の「ん－」



どの「うわぁ！」でしょう？

Ａ：体重計に乗って「うわぁ！」

Ｂ：見上げて「うわぁ！」

Ｃ：驚かそうとして「うわぁ！」

Ｄ：ジェットコースターで「うわぁ！」

Ｅ：ゴキブリを見て「うわぁ！」

Ｆ：プレゼントを開けて「うわぁ！」



「メラビアンの法則」



「言葉」の大切さ

～聖書には「言葉」が1093回出てくる！

イエスはお答えになった。「『人はパン
だけで生きるものではない。神の口か
ら出る一つ一つの言葉で生きる』と書
いてある。」

マタイ4:4



心も病気になります

•心の病気で一番多いのは？



心も病気になります

•心の病気で一番多いのは？

うつ病

気持ちが落ち込
んで何もやる気
が起きず、生きて
いるのがつらい



心の病気にならないために大切な
考え方！

いやなことが
あったとき

ずっとこうにちがいない

そのうちいいことあるさ

悪口を言われ
た時

みんなそう思っている

この子だけが思っている

うまくいかな
かったとき

自分はダメなやつだ

こんどはがんばろう！



神様はきみのことを

神は、その独り子をお与えになったほど
に、世を愛された。独り子を信じる者が
一人も滅びないで、永遠の命を得るため
である。 ヨハネ福音書３章１６節

何を守るよりも、自分の心を守れ。

そこに命の源がある。
箴言４章２３節


	スライド 1: 子どものための心理学
	スライド 2: どっちの  たて線が  長い？
	スライド 3
	スライド 4: どちらの赤まるが大きい？
	スライド 5
	スライド 6: まん中の＋をじっと見つめると
	スライド 7
	スライド 8: 「パブロフの犬」
	スライド 9: 記憶力クイズ
	スライド 10: 記憶の システム
	スライド 11: どうすれば覚えたことを忘れないか
	スライド 12: 忘れてはならないこと
	スライド 13: 「感情」の発達
	スライド 14: 心をつくられた神様
	スライド 15: どの「はあっ」でしょう？
	スライド 16: どの「ん－」でしょう？
	スライド 17: どの「うわぁ！」でしょう？
	スライド 18: 「メラビアンの法則」
	スライド 19: 「言葉」の大切さ
	スライド 20: 心も病気になります
	スライド 21: 心も病気になります
	スライド 22: 心の病気にならないために大切な考え方！
	スライド 23: 神様はきみのことを

